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はしがき 

 

 この報告書は平成 14 年度～平成 16 年度に科学研究費補助金の交付を受けて実施されたプ

ロジェクト『秩序問題への進化ゲーム理論的アプローチ』の研究成果をまとめたものである． 

 進化ゲーム理論は動学化されたゲーム理論で 1970 年代から開発が進められてきた．ナッ

シュ均衡を中心概念とする従来のゲーム理論よりもミクロマクロ推論の性能が向上し，プレ

ーヤーの合理性についても完全合理性に近い場合から非常に限定された場合のモデルに至

るまで，多様なモデルの開発が進められている．当初は生物学における長期的なダイナミク

スを扱う遺伝ダイナミクスモデルが主体であったが，90 年代以降中短期的なダイナミクス

を扱う学習ダイナミクスやエージェントベースドモデルの開発が進み，適用範囲が大きく広

がった． 

 一方，秩序問題は社会学の原問題の一つであり，長い探求の歴史を持つにもかかわらず，

社会秩序はいかにして可能か，といった基本的な部分については十分に明らかになっている

とは言えない状況にあった．今回，我々は進化ゲーム理論という新しいツールに，実験室実

験，社会調査などの実証研究の手法を組み合わせてこの問題にアプローチすることを試みた．

具体的には，秩序問題の中核にある社会的ジレンマを回避する上で有望と思われる＜選択的

相互作用＞という考え方が，多人数のジレンマ状況でどの程度有効であるのかという問題を

理論的，実証的に検討することを試みた． 

 この研究プロジェクトは「進化ゲーム理論研究会」という，数理社会学や関連分野の若手

研究者の研究会を母体として企画されたものである．進化ゲーム理論研究会では月に２，３

回程度会合を開いて数理モデルの検討や論文の紹介などを行ってきたが，その中で社会的ジ

レンマを回避する上で選択的相互作用という考え方が有力であるということが次第に明ら

かになってきた．この考え方を理論的に精緻化し，実証的に検討することを目的として本研

究プロジェクトは企画された． 

 実証研究としては，コンピュータネットワークを用いた実験的研究や社会調査を行うこと

が予定されたため，コンピュータや社会心理学的な実験，社会調査に詳しい研究者にも参加

を求めることにした．2001 年 9 月に群馬大学で行なわれた第 32 回数理社会学会大会の機会

に（名物の釜飯を頂きながら）全体の話し合いを行い，学際的な研究プロジェクトが発足す

ることになった． 

 

 プロジェクトが始まってからは，研究組織として理論班，実験班，調査班，方法班を設け，

メーリングリストで情報交換を行った．一方，年に２回合宿を行い，成果の発表と今後の予

定について相談を行った． 

 平成 14 年度は理論研究を進めると同時に予備実験を行い，平成 15 年度に本実験を行った．

理論的には選択的相互作用の一種である集団間の選択的移動によって，ジレンマにおける協

力行動が利得のレベルでも得になる場合があることが示された．実験からも，協力的なプレ
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ーヤーによる選択的移動が見られることが明らかになった． 

 そこで，平成 15 年度後半にはさらに社会調査を行い，現実の社会で選択的移動が見られ

るかどうかを検討することを試みた．集団間移動の例として転職という現象を取り上げ，イ

ンターネット調査を用いて転職が選択的移動の効果を持つかどうかを検討した．その結果，

調査対象者の協力傾向と転職傾向には正の相関が認められたが，これらの間に因果関係があ

るかどうかを検出するには至らなかった．また，平成 16 年度には組織調査を行い，職場の

状況はジレンマゲームであるよりもチキンゲームであることを示唆する結果も得られた． 

 このように，理論的な研究の結果が社会調査によって直接支持される結果とはならなかっ

たが，このことはむしろ理論的な研究を一層深めるための手がかりが得られたものと我々は

考えている．理論と実証のコラボレーションのテストケースとなったのではないであろうか．

また，これらの研究と平行して現実の社会状況をゲーム理論的に分析していく上での方法論

上の研究や，社会的ジレンマに関わる様々な関連研究が行なわれ，当初の計画よりも幅広く

かつ奥深い結果を得ることができた．これらの結果が本報告書に収められている． 

 なお，実験の一次データおよび転職調査の個票データは，2006 年 4 月に公開を予定して

いる．詳しくは，本プロジェクトのウェブページ（http://civitas.e.yamagata-u.ac.jp/evogame/ 

kaken/default.htm）を参照して頂きたい．このウェブページには，他に転職調査の質問紙な

ども掲載してある． 

 

 本プロジェクトを進めるにあたって，多くの方の協力を頂いた．実験では，青木さんにプ

ログラムを書いて頂き，小山さんにはシステムのメンテナンスをして頂いた．実験デザイン，

参加者の募集，質問紙作成，インストラクション作成，マニュアル作成，実験システムの設

置・撤収，データの整形には，林，金井，辻，籠谷，藤山，針原，小林，谷口，石原，武藤，

中島，神山の各氏に特に協力を頂いた． 

 転職調査では，谷口さんと小林さんに特に尽力頂いた．組織調査では，調査対象企業，国

際経済労働研究所の八木隆一郎さん，橋爪裕子さん，応用社会心理学研究所の村中泰子さん

に特別のご配慮を頂いた．本プロジェクトからは小林さんと小山さんに担当してもらった． 

 3 年間にわたり，プロジェクトのメイリングリストとウェブページの管理を金井さんにお

願いした．合宿の手配は佐藤嘉倫さん，石原さん，籠谷さんに担当して頂いた．この報告書

の編集作業は小林さんに中心になってもらい，付録作成などで籠谷さん，藤山さん，針原さ

ん，秋吉さんにご協力頂いた．会計などの事務処理は斉藤あき子さん，小室琴美さんに，資

料の収集には一橋大学の千葉大奈さんにご尽力頂いた． 

また，論文を本報告書に再録することにあたって，数理社会学会機関誌『理論と方法』編

集委員会，日本シミュレーション＆ゲーミング学会機関誌『シミュレーション＆ゲーミング』

編集委員会，日本オペレーションズ・リサーチ学会機関誌『オペレーションズ・リサーチ』

編集委員会，人工知能学会機関誌『人工知能学会誌』編集委員会，Springer-Verlag Tokyo，

広島修道大学経済学研究編集委員会よりご快諾を頂いた．以上，記して感謝いたします． 

 

2005 年 3 月 15 日 京都にて  研究代表 大浦宏邦 
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